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サービスの概要

地盤の液状化を伴う構造物の耐震性評価を実施いたします。

液状化地盤における構造物の地震応答解析

Cat.No 3E5J-213-00-230227

● 従来のMohr-Coulombの破壊規準モデルによる地盤振動、断層変位による構造物の応力・ひずみ評価に加えて、有効応
力法により地盤の液状化を考慮した土質モデルと構造物との連成解析を行います。

本解析では、構造物と地盤との連成モデルによる動的液状化解析により、 地盤の液状化およびその液状化が構造物に
及ぼす影響を評価できます。

適用事例

● 球形貯槽の液状化解析例
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基礎杭のY軸廻りの曲げモーメント 注1. 有効応力減少比が1に近づくほど地盤のせん断力が失われ、地盤は液状化します
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